
各特別会計の当初予算
会　計　名 令和 3 年度 令和 2 年度 増減率

大木戸財産区特別会計 16 万円 16 万円 0.0％
入山財産区特別会計 19 万円 19 万円 0.0％
公共下水道事業特別会計 2 億 6,298 万円 2 億 4,870 万円 ＋ 5.7％
後期高齢者医療特別会計 1 億 3,686 万円 1 億 4,295 万円 △ 4.3％
国民健康保険特別会計 10 億 5,052 万円 10 億 6,062 万円 △ 1.0％
介護保険特別会計 14 億 7,330 万円 13 億 8,745 万円 ＋ 6.2％
土地開発事業特別会計 1 万円 3,410 万円 △ 100.0％
渇水対策施設特別会計 940 万円 1,003 万円 △ 6.3％

水道事業会計の当初予算
項　目 令和 3 年度 増減率 項　目 令和 3 年度 増減率

収益的収入 2 億 5,339 万円 ＋ 2.9％ 資本的収入 4,784 万円 ＋ 240.9％
収益的支出 2 億 5,572 万円 △ 0.5％ 資本的支出 9,430 万円 ＋ 8.5％

基金（貯金）残高の推移
■ 財政調整基金残高　　■ 特定目的基金残高

3
年
度

4
年
度

5
年
度

6
年
度

7
年
度

8
年
度

9
年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

２
年
度

0 億
5 億

10 億
15 億
20 億
25 億

●震災以降は復旧復興事業に充当するため、基金が減少傾向でしたが、30 年度末に増加傾向に転じました。今
後見込まれる新型コロナウイルス感染症の影響による町税減少、感染防止対策、地域経済回復や災害復旧事業
及び公共施設などの改修事業に備え、令和２年度末の基金残高は前年度よりも 2 億 5,000 万円増加しています。

地方債（借金）残高の推移

●平成 28 年度末がピークで、今後は横ばいを見込んでいます。
●地方債残高の 60％から 70％が国から普通交付税として後年度に交付されます。

■ 一般会計地方債残高　　■ 下水道特会地方債残高　　　うち臨時財政対策債残高
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国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百
年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」を進めて
います。このコーナーでは町や地域が行っている取り組みについて、毎
月お伝えしています。

復刻！ 国見のたからもの～石
い し ぶ み

碑を訪ねて～

　江戸時代、貝田村最禅寺山門前に仙台藩境を控えた御口留番
所が設置され、境目に厳しい監視体制が敷かれました。上杉藩
領から幕府領に代わった寛文 4 年（1664 年）以降、番所役人は
岡田家が世襲で務めたと伝わっています。
　江戸後期、文政 12 年（1829 年）生まれの盛正翁は、幼時よ
り学問を好み、特に数学の道を励んだとされ、はるか水戸の関
流和算を学んで帰郷すると、家業の傍ら近所の青少年を集め、
数学と観世流謡曲（能の謡い）を教えました。
　明治 28 年（1894 年）、両道の門弟は盛正翁の徳を称え、御番
所を見上げる国道沿いに顕彰碑を建立しました。碑文に注目す
ると、「人笑う人は人でも人でなし　足らわぬ人に足す人ぞ人」、

「稚きよりよき物事を習いなば 　末は御国の為となるべし」と、
子どもに徳による生き方を示す道歌（道徳を分かりやすく詠ん
だ短歌）を二首刻んで、盛正翁の功績を後世まで伝えています。
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留番所跡と岡田盛正翁碑
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　2 月 13 日に発生した福島県沖地震は町の文化財に
多くの被害を与えました。
　主な被害は次のとおりです。
　・国登録有形文化財　奥山家住宅洋館・主屋　
　　・・・外壁内壁の一部剥落、ひび割れ
　・国登録有形文化財　旧小坂村産業組合石蔵
　　・・・外壁一部崩落
　・県指定重要文化財　旧佐藤家住宅
　　・・・外壁（土壁）一部ひび割れ
　・町指定有形文化財　福源寺地蔵庵観音堂
　　・・・基礎及び外壁（石壁、漆喰）のひび割れ
　・町指定有形文化財　沼田神社本殿彫刻一棟
　　・・・彫刻の一部破損、一部落下
　今後は関係者と協議のうえ、文化財の修繕復旧を
支援していきます。また、その他文化財で被害など
を見つけた場合は企画調整課地域振興係（☎ 585-
2967）まで連絡ください。

　文化財に指定されていない古文書などの古くから
家に伝わる資料も町の歴史を後世に伝える大事な歴
史資料です。
　しかし、災害の際や相続、家の建替えなどにより、

　歴まちインフォメーション 

ふくしま歴史資料保存ネットワーク事務局
TEL：534-9193
FAX：534-9195
Mail：shiryo-net@ipc.fukushima-u.ac.jp

保全が難しくなり資料を処分してしまうケースが少
なくありません。
　ふくしま歴史資料保存ネットワークでは、こうし
た資料を一時的に避難させたり、整理・記録保存の
手伝いをするボランティアをしています。
　みなさまが保管してきた大切な歴史遺産を後世に
伝えるため、取り組んでいる団体ですので、お困り
の方は相談ください。

町内文化財被害状況 ふくしま歴史資料保存ネットワーク
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